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生保数理（問題）

問題1．次の（1）から（10）までの各問について解答用紙の所定の欄に記入せよ。（60点）

（1）　病＝6δ珂のとき、予定利率ゴ（ゴ＞0）の値に最も近いものは次のうちどれか。最も適当な

　　　記号を選べ。

（A）　1．5％

（F）2．0％

（B）1．6％　　（9）1．7％
（G）　2．1％　　　　（H）　2．2％

（D）　1．8％

（I）　2．3％

（E）　1．9％

（J）　2．4％

（2）　7、＝ルx（0≦x≦ノ）の定常社会で、あるときから毎年の出生者数が、定常状態時のC

　　　倍（O≦C＜1）に減少してしまった。毎年の出生者数が減少してから（Cxノ）年後の、この杜

　　　会の平均年齢は、定常状態にあったときに比べて、何歳上昇しているか。最も適当な記号

　　　を選べ。

（A）

（C）

（E）

（G）

1＿2C斗3C2＿2C3
　　　　　　　　　　・α歳
2（1－2C＋3C2＋C3）

　1＿2C＋3C2＿2C3
　　　　　　　　　　　・C4歳
3（一1＋2C＋3C2－2C3）

2（’一C＋C G・C3！．α歳

3（1＿C＋2C＿2C）

1＿3C＿C2＋3C3
　　　　　　　　　　・α歳
4（1＋C－3C2＋2C3）

3（1－3C＋C2＋C3）
　　　　　　　　　　　・α歳
4（玉＿3C＋2C2＋2C3）

（B）
1＋2C＿2C2＿C3

（D）

2（1－2C＋3C2－C3）

1＋3C＿3C2＿C3

・C4

（F）

3（1－2C＋3C2＋C3）

2（1－3C＋3C2－C3）

・C4

（H）

3（1－2C＋3C2－C3）

　1＿C＋2C2＿2C3

（工）

・Cノ

（J）

4（レ2C＋2C2＋2C3）
・α歳

3（’’3C＋ K十C3！．α歳

4（1－3C＋C＋3C）

（3）　死力μ工がμ工＝3．〆（3，oは定数）と表されるとき、ρ。。の値に最も近いのは次のうちどれ

　　　か。最も適当な記号を選べ。

　　　ただし、ρ。。＝e－01020、ρ。。：e’O－050とする。

（A）

（F）

e■o・080 @　　（B）　　e■o・085　　　（C）　　e■o・090

e－o・105 @　（G）　　e－o・1］o　　　（H）　　e－o・115

（D）　　e－o・095

（工）　e－O・120

（E）一 @e’o・100

（J）　e－O」25
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（4）　ある集団が原因ノ、8，Cによって減少していく3重脱退残存表を考える。ここで各脱退は

　　　それぞれ独立に発生し、］年を通じて一様に発生するものとする。

　　　1工＝10，000，1、十，ご8，OOO，9ζ㌧O．105，911㌧0，073

　　　のとき、べの値に最も近いものは次のうちどれか。最も適当な記号を選べ。

（A）　　0，020　　　（B）　　0，022　　　（C）　　0，024　　　（D）　　0，026　　　（E）　　0，028

（F）　　0，030　　　（G）　　0，032　　　（H）　　0，034　　　（I）　　0，036　　　（J）　　0．038

（5）　x歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険期間10年の生存保険で、生存

　　　すれば満期時に保険金5を支払い、死亡すればその年度末に保険金1と年度末の責任準

　　　備金を加えた額を支払う場合、平準年払保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。最

　　　も適当な記号を選べ。ただし、予定利率ゴ＝3．O％であり、g、十、＝O，002（1＋1）’となるような死亡

　　　表を使用したとする。

（A）　　0，414　　　（B）　　0，418　　　（C）　　0，422　　　（D）　　0，426　　　（E）　　0，430

（F）　　0，434　　　（G）　　0，438　　　（H）　　O．442　　　（I）　　O，446　　　（J）　　0．450

（6）　40歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額1、保険期間10年の養老

　　　保険の営業保険料が、以下の予定事業費で計算されている。

予定新契約費　　新契約時にのみ、保険金額1に対し0．025

予定維持費

予定集金費

毎年始に保険金額1に対し0．0025

保険料払込のつど、営業保険料1に対し0．03

この契約の責任準備金をチルメル割合O．020の5年チルメル式で積むとしたとき、第1年度

のチルメル式による付加保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。最も適当な記号を

選べ。必要であれば、予定利率H，5％、δ　＝9，277、δ　＝4，838を用いよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　40珂　　　　　　　401；1

（A）　　0，004　　　（B）　　O．O07　　　（C）　　0．O11　　　（D）　　0，014　　　（E）　　0．O17

（F）　　0，021　　　（G）　　0，024　　　（H）　　O．027　　　（I）　　0，031　　　（J）　　0．034

一34一



平成18年12月26目
　　生保数理……・・．3

（7）　40歳の父親がlO歳の息子のために、20年後から、あるいはそれ以前に父親が死亡した場

　　　合はその次の契約応当日から保険料の払込を免除して、息子が年額1の終身年金を受け

　　　られ、また20年以内に、父親の生存申に息子が死亡した場合にはその年度末に既払込営

　　　業保険料を受け取って保険契約が消滅する、保険料年払、保険期間（年金開始前）・保険

　　　料払込期間20年の生命保険に加入した。予定事業費を、

年金開始前：保険料払込のつど、営業保険料1に対し0．10

年金開始後：毎年始に年金額1に対しO．01

とするとき、この保険の年金額1に対する平準年払営業保険料の値に最も近いものは次のう

ちどれか。最も適当な記号を選べ。必要であれば、以下の数値を用いよ。

δ一〇＝42．303

δ。。＝29－093

δ　　　二17．336
101司

δ　　　　＝16．977
401羽

δ　　　　　＝16．752
10，401珂

δ而＝ゴ17・561

ノi1　　　　＝0．012
10，401羽

（〃）1軌、。ゴO・166

（A）　　1，719　　　（B）　　1，722　　　（C）　　1，725　　　（D）　　1，728　　　（E）　　1，731

（F）　　1，734　　　（G）　　1，737　　　（H）　　1，740　　　（I）　　1，743　　　（J）　　1．746

（8）　死亡・就業不能脱退残存表において、生存者総数に占める就業不能者数の割合がx歳で

　　　は0．035420、村1歳では0．040097であるとする。x歳の就業者が1年以内に就業不能にな

　　　る確率が0．005692，x歳の絶対死亡率が0．013626のとき、x歳の就業不能者の絶対死亡率

　　　g二の値に最も近いものは次のうちどれか。最も適当な記号を選べ。

　　　ただし、死亡および就業不能はそれぞれ独立かつ1年を通じて一様に発生するものとす

　　　る。また、就業不能者でないものは就業者であることとし、就業不能者が回復して就業者に

　　　復帰することはないものとする。

（A）　0．03425　　　（B）　0．03494　　　（C）　0．03563　　　（D）　O．03632　　　（E）　0103701

（F）　O．03770　　　（G）　O．03839　　　（H）　0．03908　　（I）　0．03977　　　（J）　0．04046

（9）

（叶（・！・・汁（匹1・1・画）1表／舳・・！帆）

①および②に当てはまる式はどれか。最も適当な記号をそれぞれ選べ。

（A）ゾ‘ @lB）（1・1γ■’　（C）δ司　　（D）δ、十、＝司

（・）（”局　（・）（札司　（・）（砂L司（・）5司

（・）ソ月一’十’ @（L）（1・1γ一’十’　（・）∂司　　（・）δ工、、．、＝司

（・）（〃H（Q）（眺。同（・）（〃λ1。、＝司（・）向

（・）4、司

（・）（κH

（・）4＋1、、＝司

（・）（κ一
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（10） x＋1歳加入、保険期間m年、全期払込の養老保険の経過ゴ年における平準純保険料式責

任準備金が、x歳加入、保険期間n＋1年、全期払込の養老保険の経過。＋1年における全

期チルメル式責任準備金と等しいとする。なお、保険料年払、保険金年度末支払、
O≦C≦nとする。

このとき・全期チルメル式責任準備金のチ／レメル割合αは、α・（口コー口］）と表さ

れる。

①および②に当てはまる式はどれか。最も適当な記号をそれぞれ選べ。

（・）P1司　（・）｝　（・）㌃　（・）・し司　（・）㌦

（・）々司　（・）Pl＝η　（・）｝　（工）㌦　（・）4

（・）411、同1・）㌃、＝｛（・）㌃、＝司（・）41＝司　（・）㌃、＝≒

（・）4、旧　（Q）41η　（・）ろ、，＝≒　一（・）尺十、r　（・）4＋1
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問題2．次の①から④については1つの記号、⑤から⑦については適当な言葉を選択して解答用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ
紙の所定の欄に記入せよ。ここで、1つの記号とは氏、、＝司，．A。’，4エ，〃などをいい、Σ札。’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜1
　　4
や⊥などは不可とする。（7点）
　4五、’

x歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額1、保険期間〃年の保険におい

て、死亡率をgからg’に引き下げた（g＞グ）ときの保険価格に与える影響について考える。ここで、

死亡率gを用いて算定される純保険料をP，c年経過時の責任準備金を、γとし、死亡率グを用い

て算定される記号は右肩に「’」をつけて表現するものとする（例えば、ア7’）。

　　　　　　　　　　　一また、予定利率を5、トー、△g、十、＝g五十、一g二、三、△P＝月一P’、△、ト、ザー、ザ’とする。

　　　　　　　　　　1＋’

死亡率を従来のままとした場合のファグラーの再帰式と、死亡率を引き下げた場合のファグラーの

再帰式を比較することにより、

［更］・〃・ツ△㍑c一［重］）・叱［至］（※）

と表すことができる。

（※）式の両辺にツ’、ρ二を乗じて、C＝0からト1まで加えることにより、

　　か1，ρ1・㍑c一［重］）

△P＝’土。

　　　　　　　【

と表すことができる。

ここで・一般的な保険では［重コ≦1であり・Σ記号の中は正なので、死亡率を引き下げたとき、

純保険料は減少することが分かる。

また、（※）式の両辺にv’、ρ二を乗じて、C＝0から∫＿1まで加えることにより、

v一、1 Cシ、ρ1レーン・仙6一［重コ》（1≦1≦・）
　　　ツ∫ρ工1－0

と表すことができる。

ここで・この保険が養老保険として［重コが単調増加となる場合、△9…がほぼ同水準であるな

らば、1・い一［重コ）は単調減少となる。

このとき、へγ一、’ C三ザ、ρ1・紅一1・い［重］》・・であるので、

　　　　　　　ソ。ρ工1－o

〃一1・い一［至］）が⑤／正から負・負から正／一転じる1がただ・つ存在し、数学的帰納法

等を用いることにより、死亡率を引き下げたとき、責任準備金は⑥／増加・減少｝することが分かる。

また、この保険が定期保険として1一［重コ）llほぼ一定で、・～が単調増加するような場合、

1・い一［調）は単調増加となる。このとき、責任準備金は⑦／増加・減少／することが分か

る。

一37一



平成18年12月26日
　　生保数理………6

間題3．現在、50歳、55歳、60歳の3人の被保険者がいる。このうち、少なくとも1人が60歳以

上で生存していれば期末に年金1を支払うが、誰かが60歳未満で生存していれば年金を支払わ

ないとする。次の各問について解答を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10点）

（1）　以下（A）～（C）の場合にわけて、給付の現価を考える。それぞれについて、1つの記号（例：

　　1。一δ。。，。。二呵）で表せ。なお、∫年据置の連生等の年金現価も、単生と同様に、／ヨ∂工、＝η等のよ

　　うに表現できるとする。

　　　　（A）経過1年目から5年目までに支払う給付の現価

　　　　（B）経過6年目からlO年目までに支払う給付の現価

　　　　（C）経過11年目以降に支払う給付の現価

（2）　（1）の（A）～（C）を合計して、最終生存者連生年金の現価を用いずに整理すると、以下のよう

　　に表すことができる。①～⑦のいずれも、1つの記号（例：1．io、。，、、＝呵）でそれぞれ表せ。な

　　お、（生命）年金現価の記号を用いるときは、期末払の記号を用いることとする。

（・）一（・）の合計一（匝］・回十回・回）一（回・回十匝コ）

（3）α・・一1σ・・α舳一1・刀…工・・一1・・1・α・帆・一1…一、、≒一…1一、、←・・・…

　　ノ、。が÷＝0．87とするとき、この給付の現価を求めよ。なお、小数点以下第2位を四捨五入し

　　て小数点第1位まで答えよ。
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間題4．次の空欄に当てはまる1つの記号を解答用紙の所定の欄に記入せよ。なお、1つの記

　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　4
号とは㌦司・ρい∫などをいい・暮㌦や汀などは不可と祇（’’点）

次の給付を行うx歳加入、保険期間n年の年金保険の年金現価を考える。

　就業者であるx歳の被保険者が、保険期間中に就業不能となった場合、その保険年度末から

　満期まで毎年度末（満期時を含む。）に生存している限り、年額1の年金を支払う。

なお、就業不能者でないものは就業者であることとし、就業不能者が回復して就業者に復帰するこ

とはないものとする。

まず、就業者であるx歳の被保険者が、x＋c歳とγ十∫十1歳の間で就業不能となった場合、その保

険年度末から満期まで毎年度末に生存している限り、年額1が支払われる保険の契約時点におけ

る現価は、

　　　〆’・［更］・［重］・［璽］で晩

これを∫＝Oからト1まで加えることにより、求める年金現価は、

…　　　　　　　か（［重コー［重］［璽］）［重］
　Σ〃［互］［重コ［亘コに目　　　　　　　　　　　　　　　　　．（ノ）
　’、・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4二α

と表すことができる。

ここで、右辺の分子のΣを分解して整理することにより、

（！）・V・1エチ区］
となる。

ここで・・1・四コー［璽］・［更］一生［璽］より、式を変形すると、

（1）一M平’囚
　　　一［璽］一［亜コ

と、求める年金現価は2つの年金現価の差額として表すことができる。
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次の谷間について解答を解答用紙の所定の欄に記入せよ。（12点）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養老保険 定期保険特約
予定新契約費 新契約（転換）時にのみ、保険金額1に対し 2α α

予定維持費
保険料払込中：毎年始に保険金額1に対し

ﾛ険料払済後：毎年始に保険金額1に対し一

ノL2／。
ノし、

V2

予定集金費 保険料払込のつど、営業保険料1に対し β β

問題5．契約加入から10年経過後に、次の転換を行なう。

　　（転換前契約）40歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、満期保険金額1、

　　　　　　　　死亡保険金額2、保険期間20年の定期付養老保険
　　（転換後契約）50歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、満期保険金額2、

　　　　　　　　死亡保険金額4、保険期間10年の定期付養老保険
転換の方法は、転換前契約の責任準備金を用いて新しい契約と同一の保険期間の払済保険を

購入し、新契約の保険料は、新保険金額から払済保険金額を差し引いた金額に対して計算する

方法とする。転換前契約と転換後契約は同一の計算基礎率（予定死亡率、予定利率および予定

事業費率）に従い、払済保険金額の計算には保険料払済後の予定維持費を含めるものとする。

次の谷間について解答を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

（1）　次の（A）、（B）、（C）の各場合について、転換後契約の年払営業保険料（定期保険特約も含

　　む）を算式で表示する。空欄に当てはまる算式を解答せよ。なお、解答に使用してよい記号

　　は、α、β、71，7。、10り、珂、10㌦珂、ノ、、司、ノ、㌧町およびδ、、回とする。その他の記号は用

　　いないものとする。

（A）転換前契約の平準純保険料式責任準備金の全額を養老保険の払済保険の購入価格とし

　　た場合

　　　年払営業保険料・（・一［更］）・［至］…［重コ

（B）転換前契約の平準純保険料式責任準備金のうち養老保険部分および定期保険特約部分

　　のそれぞれを、養老保険および定期保険特約の払済保険の購入価格とした場合

年払営業保険料一（・［更］）・［至］・（・［至］）・［璽］

（C）養老保険と定期保険特約の払済保険の保険金額が同額となるように、転換前契約の平準純

　保険料式責任準備金の全額を2つに分けて、それぞれを養老保険と定期保険特約の払済

　保険の購入価格とした場合

年払営業保険料一（・［璽］）・［更］・（・一［璽］）・［重コ

（2）　（1）の（A）、（B）、（C）のうち、年払営業保険料が最も低くなる記号を選択し、その営業保険料の

　　値を解答せよ（小数点以下第5位を四捨五入して小数点第4位まで答えよ）。必要ならば、

　　以下の数値を用いよ。

　　δ。阿・16・97815・δ。何一9・15632・ノ、、如一0・68050・ノ、、｛一0・80927・H・5％・

　　α＝0．01，71＝0．0012，72＝0，001、β：O．03

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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生保数理 （解答例）

問題1． （60点：（1）～（8）は各6点。（9）（1O）は①②で各3点。）

（1） （H） （2） （F）

（3） （J） （4） （G）

（5） （D） （6） （G）

（7） lE） （8） （C）

① （F） ① （P）

（9） （10）

② （C） ② （G）

（1）㌔一C＋ |■’・匂一’一⑫1グ／l・（1・ザー1・・／1（1∴戸／で帆

ここで・（1・ザ・・（f・・よ1…1）1する1・ノー1一・・／l一士／よ／・（・・1）・（一1）一三・（・一1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6卜1≠0より、両辺を（x－1）で割ると、x＋1＝一　従って、x2＋卜6＝O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

これより、（卜2）・（x＋3）＝0　ここで、x＞1より、x＝2

よって、（1＋ゴア2＝2　となる。

　　　　　　　　1　　　11111
これから、1＋j＝232＝222222≒1，022

従って、5＝2．2％

解答：（H）
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（2）定常状態での平均年齢は、

／lψ．／1州．［㌣1ン1
　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＝　　　＝一ノ

∫か∫ご（榊［か手111／3

　毎年の出生者数が減少してから（C・ノ）年後の平均年齢は、

・・∫1㌦1工菰・正二・、欣
・・ 轤P㌦（＾）刈二払・）〃 C・

ん2×3
（ン

@十
O

ん2×3
一　　　　　　　　■

’　　■

一（ン

2　3 2　3
＝

C・
　　γ2
^x一一
@　2

（＝”

@十
Z

　　X2
^x一一
@　2

一（ン

（㌧［牛王1∴

小小小■X）赤十い公 @。十・一手11

／CチC川壬一÷〕十ヂCヂ〕言…；れ㍗3

／パン2〕十・一｛〕十“2〕壬一α・・3字2C字2

　1－3C2＋5C3＿2C4
　　　　　　　　　　　・ノ
3（1－2C＋3C2－C3）

よって、平均年齢の上昇幅は、

；言草書・÷一11一（’一3C2＋5景；1器青3C2■C3）1

一2Q某；号41一；号11；1；；：1；；1α

解答：lF）

（・）ρ工、、一い、、一1州＝、一中＝、一町

　　　　　　一8、旦
　ここでg：e　bgcとおくと、ρ工＝〆と表される。

　ρ、。＝e－O－020、ρ、。＝e－OI050より、gc柵＝e－OI020，gc釦＝e’0’050であるため、

　　・・　　　　　　　50　　　　　　　　　I．　5　o・1ogg＝一〇．020，c　・1ogg＝一0，050となり、o　＝一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

よって、ρ、。一。・ω一。〃一（。・珊）c’。一（・一1…）1一。一11・・

解答：（J）
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　　亡7工、1　　メ　。
（4）ρ工＝一＝11五一9五一9二『より、

　　　　zエ

　　　　　　ノ　〃　　　9五　9、＝　　、　　、より・
　　　　9工9工’
　　　1
　　　　　2　　2

　　　　　　（一1
　〔、　　　爆　9工・　ノ　、より・
　　　　9工　9工　　　1
　　　　　2　　2

　①～③の連立方程式より、ぺ＝0．032

1－9ζ一g夕一9二＝＝0．8　…①

　　〆
　　　　　＝0，105　…②
　　8　　　（＝
　公　　9工
1一　　一

　2　　2

　　9二
　　　　　＝O，073　…③
　　ノ　　　B
　9王　9王1

2　　2

（5）平準年払保険料をPとすると、責任準備金の再帰式より、

　　、．！十P＝w五十、．1（1＋！）十v（1－9五十五．一）’グ

　　　　　　＝Vg、十’、1＋V’γ

　となる。

　両辺にソト1を掛けて、ソ’g工、、．1＝ツ’x0，002（1＋ゴ）卜1＝O．002Ψを用いると、

　　　ソ’■’、．1ザ・Ψ’一1p＝O．O02付ザ、γ

　が得られる。これをC＝1，2，…，10について加え、両辺に共通するソ、γを消すと、

　　　・γ・∂司p－0・02川’ol・γ

　となるが、ここで。ザ＝0，10グ＝5であるから、

　　　O．02Ψ十5ツ10　　0．02x0．9709＋5x0．7441
　P：　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続042566

　　　　知　　　　8・7861

解答：（G）

解答：（D）
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（6）平準純保険料をP、第1年度のチルメル式による純保険料をβ、第2年度以降第5年度まで

のチルメル式による純保険料をろとするとき、以下のとおりである。

　　　　1　　　　　1
　P＝　　　　＿a＝　　　　　　0014778＝0093015
　　　δ　　　　　9．277
　　　401司

　　　　　0．020　　　　　　　　　　　0，020
　ろ＝一P＋　　　　　：0093015＋　　　　　＝0097149
　　　　　δ　　　’　　　4．838
　　　　　401；1

　β＝∫；＿0，020＝0．077149

次に、営業保険料グを求める。

グー
?E／青・・…〕一。17・／・・…1・・1；；；・！・…／・・1・1…

よって、第1年度のチルメル式による付加保険料は、グ＿β＝0．101247＿0．077149＝O．024098

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答：lG）

（7）求める年払営業保険料をグとすると、収入現価、支出現価は次のようになる。

　収入現価：収入営業保険料の現価　　　　〆。∂1似、。＝珂　　　　…（a）

　支出現価：年金給付の現価　　　　　　　δ1。一δ、。刈＝珂　　　　…（b）

　　　　　　死亡給付の現価　　　グ・（M）1㍍＝珂　…（・）

　　　　　　年金開始前予定事業費の現価　0．10・〆・δ1軌、。＝珂　　…（d）

　　　　　　年金開始後予定事業費の現価…1・←1。一∂、。。＝羽1…（・）

　これらの収支相等により、（a）＝（b）十（c）十（d）十（e）を解き、

　　　ダ＝m’・←1・一・1岬珂1，1川・（・・…一1・…）≒173．7．

　　　　　　O・90・δ1。，、。＝r（州刈：列0・90・16・752－0・166

　を得る。

解答：（E）
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（8）4羅4＋’工＿4＋1，5工＝g二’）．J㌘＝g三’〕（7、＿’二）であることから、

　、　a二　　4＋’、一4，1　4＋9王’）（2上一4）一4，1

　孔＝　　　＝　　　　　　　資　　　　1　　　1　　　　　　　1　　　4＋一j　4＋一9王’〕（7五一4）　4＋一9王’〕（7工一4）

　　　　2工　　2　　　．　　2

右辺の分母・分子を’工で割り、

だ　　、　　z”　だ
⊥十9王’）（1一⊥）一工十一

7工　　z工　z工

だ　1　　プj
ユ十一9王〇（1一⊥）

7　2　　　Zエ　　　　　　　　　　　　エ

だ　　．　だ　　だ　J
⊥十g二’）（1一⊥）一五十1・工十1

z工　　　z工　z五十…　’五

パ　1　　だ．⊥十一9王’〕（1一⊥）

’　2　　　Z
　■　　　　　　　　　　　　工

だ　　．　　’巾　だ
⊥十g三’）（1一⊥）一工十1（1－9工）

’工　　　7工　7五十1

J”　1　　だ
⊥十一g二j）（1一⊥）

Z　2　　　Zエ　　　　　　　　　　　　エ

O．035420＋0．005692x（1＿0．035420）＿O．040097x（1＿O．0王3626）　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；≡0．035628・．．

0．035420＋0．5x0．005692x（1＿0．035420）

解答：（C）

（・）（叶（伽一／・・1……）4＋2㌫1去十n㌦

　　　　　　　　・・｛1＋／・・什〕・・一・／1＋〕

　　　　　　　　・・｛千／・・イ十／・…パ／＋／

一2ツ生。3ツ・a五十4・1＋．。、、蜆一13・十∂工・1＋’’’十a舳一・

　　7　　　7　　　　　　　　7　　エ　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

＝。旦、3・C工・q・1。、、ソ掘■2C五・ツ”■3q・1・・…C用一・

　D，　　D，　　　　　　D工
一二（…ツ・…バ・）・』（・・・…〃・一・）・…C工・・一…

D工　　　　　D工　　　　　　　D五
一旦10・・叶…斗（・一1）ツ・一・）・O・叶…・・利一・）／

　D工

・らlO・・ツ・・（卜・）γ・一・）十・O・叶・ゾ・）／＋・C一・／l・（卜1）／

　　D工　　　　　　　　　　　　　　D工
・汁／伽…司／

解答：①…　（F），②…　（C）
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（10）！五、1＝司＝ノエ十、十1＝司へ十1＝司・δ五十、十、＝司

片仙十・、≒〕㌦1司1／・

　　　　α4・1■＝4司十。

　　　　工1司
αヤ十、＝司一く＝司／・δ工＝司

一／㌃11麦窯ト

＝く、1、司’δ工＝司一ノエ＝司

＝4．1：1’（1＋Ψ1’δ工、1＝司）一（仏・Ψペノ五十，＝【）

・レ五、、＝。・w、・ノエ十、＝。）一（・1＝η・w、・ノエ十、＝司）

：P　＿戸1
　工・1司　工1i1

解答：①…　（P），②…　（G）

問題2．（7点：各1点）

① △！ ② ’、1グ ③ △、、1γ

④ 伽 ⑤ 負から正 ⑥ 増加

⑦ 減少
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問題3．（10点：（1）は（A）～（C）で各2点。（2）は全て正解で2点。ただし、①～④は順不同、⑤～

⑦も順不同。（3）は2点。）

（1） （A） o50．55160；1 （B）
・1α刈雨＝引

（C） 1・10。。，。螂

① α60 ② 5≡0∬ ③ lOコ050

（2） ④ 050，55，60 ⑤ 5一α50，51 ⑥ α50，60

⑦ α55，60

（3） 17．0

（1）年齢50歳、55歳、60歳の3人をそれぞれ（50）、（55）、（60）とする。

　（A）経過1年目から5年目までに支払う給付の現価

　　経過1年目から5年目までの期間は、（50）、（55）の最終生存者の死亡を条件に、（60）が生存

　　しているかぎり、5年間、年金1を支払うことから、

　　○　　　と表すことができる。
　　50．55160；1

　（B）経過6年目からlO年目までに支払う給付の現価

　　経過6年目から10年目までの期間は、（50）の死亡を条件に、（55）、（60）の最終生存者が生存

　　しているかぎり、5年間、年金1を支払うことから、

　　α　　　と表すことができる。
　　5」501苅1引

　（C）経過11年目以降に支払う給付の現価

　　経過11年目以降は、（50）、（55）、（60）の最終生存者が生存しているかぎり、年金1を支払うこ

　　とから、1。一〇、似、、μと表すことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答①’’．α雨、。；1・②．．．・≡α、。■雨引・③’・’m≡α、。がμ
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（2）

　（A）経過1年目から5年目までに支払う給付の現価

　　　α・・，1・1・・引＝α・・丁0雨，・。引

　　　　　　　　　＝0・・1頭■α・，・・1司一α・・，剛十α・・，・・，・li

　（B）経過6年目から10年目までに支払う給付の現価

　　　・1α・q雨＝引＝・10雨、引一・1α。。，雨：引

　　　　　　　　　＝・i0・・1ヨ十・10・・＝丁・10・・，・・＝司■・10・，・・：丁・1α。。，。。＝司十・10。。、。。，、。＝引

　（C）経過11年目以降に支払う給付の現価

　　　　　　　　　　oo　　　l・一α、。，、、，、。＝ΣΨ’、ρ、。，、、，、。

　　　　　　　　　　’二1
　　　　　　　　　一Σ・1（1一、9，。，、、，、。）

　　　　　　　　　　’コ1

　　　　　　　　　＝Σ小一（1一、ρ、。X1一、ρ、、Xl一、ρ、。）｝

　　　　　　　　　　’二1

　　　　　　　　　一Σツ’（、ρ、。十、ρ、、十、ρ、。一、ρ、。・、ρ、，一、ρ、。・、ρ、。一、ρ、、・、ρ、。十、ρ、。・、ρ、、・、ρ6。）

　　　　　　　　　　’＝11
　　　　　　　　　㍉1α・｛・iα・・十mlα・・1・1α・・，・・■m－0・・，・。一1・一0。。，。・十1。＝0。。，。。，。。

　（A）～（C）を合計すると、

一・、。・、．α、、・，。、α，。・α、。，、、，、。一

i、．α、。，、、・・、。，、。斗・、、，、。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　解答：①・②・③・④…o、。，、■o、、，、。』o、。，o、。，、、，、。（順不同）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤・⑥・⑦…、■α、。，、、，α、。，、。，o、、，、。（順不同）

（3）・、。・、ρ、、・、。■α、。・・、。，、、，、。一（、≡・、。，、、十α、。，、。・α、、，、。）

一・…ノ、、＝一・α…ノ、。＝≒・ノ、、＝一・・。。・α。。，。。，。パ（ノ、。，、、＝≒・・、、，、。・α、。，、。・α、、，6。）

一・。。・

^l・ノ、チー・い、、≒）／＋・、叫、、、一11、。、・1、、μ・い、。，、、≒）1

一16・8・／1・O．89・（1・O．91）1・13，0－l15．0・14．1・（1・0．87）1

＝16．99132

≒17．0

解答：17．O
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問題4．（11点：各1点。ただし、①・②はj頃不同。）

① 、ρニロ ② ρユ、 ③ ㌦十、司

④ 4、、十1 ⑤ 4＋、 ⑥ ρ1＋、

⑦ 、ρ二 ⑧ 4ニニ、 ⑨ 、ρ二

⑩ oα工＝司 ⑪ 口。

ｿ工＝司

なお、⑩・⑪については以下も正解とした。

・．

α五＝司 δ二片

まず、就業者であるx歳の被保険者が、x＋7歳とx＋c＋1歳の間で就業不能となった場合、その保

険年度末から満期まで毎年度末に生存している限り、年額1が支払われる保険の契約時点におけ

る現価は、

　　　ソ用　①’ρ㌘　　　②鮒！　　③o∵、司　　　であ昼（※①・②は逆も可。）

これをC＝0から〃＿1まで加えることにより、求める年金現価は、

　〃一1

　Σ“・①〃　　　②軌　・③o㍍一司
　’！0

書ポ・（［亟］一国コ［亟］！［璽；コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4㌘

と表すことができる。

ここで、右辺の分子のΣを分解して整理することにより、

＿（ノ）
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　　　　　　　　　炸2　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃＿1
（分子）一〃二・・十Σツ’十1・4二・1・1・∂二十、十、＝司一Σγ’十1・4二。パρ二。’・6二十、十、＝司一・・4二・ρ二・∂二、1＝司

　　　　　　　　　f＝O　　　　　　　　　　　　　　　　　’＝1
　　　　　　　　　〃一1　　　　　　　　　　　　　　　π＿1
　　　　一”二・・十Σ・’・4二・ジ∂二十、＝司一Σ・用・4隻。ジρ二。パδ二十、、、二司一・・4隻・ρ二・∂二十1＝司

　　　　　　　　　仁一　　　　　　　　　　　　　　　　’三1

　　　　一～書ヅ・｛司一ψ㍍・㌦司）一…1・11・㌦

　　　　　　　　　炸1
　　　　一〃二・。十Σ・’・4二。’一ツ・4二・ρ二・∂二十1＝司

　　　　　　　　　’＝1

　　　　〃　（ノ）一Σソ’・

　　　　’＝一

となる。

・‡1・い1・11・／‡～㍍〕

［亟］一4［亟］
停

ここで・ぺ［亜コー［亜］・［亟］一κ［亟］より、式を変形すると、

（ノ）＝む．4㌘軍F⑧端
　　　　’、1　　　　　　4工

　　　一⑩11π［璽□／もし／は一［璽≡□一聾］／

と、求める年金現価は2つの年金現価の差額として表すことができる。
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問題5．（12点：（1）は①④⑤⑥が各2点、②③が各1点。（2）は各1点。）

①

1・り。＝珂・1・り。、珂

②
ノ。。＝呵十2α・271・δ，。＝呵

ノ。。＝呵十27・’∂、。＝司 （1一β）・∂、。＝呵

（玉） ③
4、司・α・7パδ、。＝呵

④
1・り。、珂

（トβ）・δ、。＝呵 ノ、。＝呵十27・・δ、。＝呵

⑤

1・り。＝珂

⑥

1・り。＝珂・・り。＝珂

4。＝呵・7・・δ、。、呵 ノ、。＝珂・4。＝司・37・・δ、。＝呵

（2）
記

号
（C） 値 0．1654

（1）

　（A）転換前契約の平準純保険料式責任準備金の全額を養老保険の払済保険の購入価格とし

　　た場合の転換後契約の年払営業保険料（定期保険特約も含む）をP（ノ〕とすると、

払済保険の保険金額が1・り・何十・㌦となり、

　　　　　　　　　　ノ、。＝呵十27・・δ，。＝呵

P（ノ）＝／・ノ11争宍〕㌣甘…411着1
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（B）転換前契約の平準純保険料式責任準備金のうち養老保険部分および定期保険特約部分

　　のそれぞれを、養老保険および定期保険特約の払済保険の購入価格とした場合の転換後

　　契約の年払営業保険料（定期保険特約も含む）をP㈹とすると、

　養老保険の払済保険の保険金額が　1佃　、定期保険特約の払済保険の保険

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ。。＝呵・27・・∂、。＝呵

　　　　　　　γ’＝
　金額が　　1040羽　　となり、
　　　　　4、司・7・・δ、。＝呵

叶ん呵讐㌔〕・ん音㌢

十“㍉呵〕・午1苧

（C）養老保険の払済保険の購入価格をK、定期保険特約の払済保険の購入価格をらとした

　場合、払済保険の保険金額が同額であるから、

　　　　　　　巧　　　　　　　ら
　　　　ノ、ひ呵・27・・δ、、司・4、呵・7・1δ、。＝呵

　購入価格の合計は転換前契約の平準純保険料式責任準備金の全額に等しいことから、

　　　いろ㍉γ、。、パ1・㌦珂

　これら2つの等式をκと吟に関する連立方程式とみて、これを解くと、

　　　　・・ん羊崇㍍珂仏批珂）

㌦≠告㍍呵仏＾珂）

となる。

したがって、払済保険の保険金額は、

　　　　　【　一　㌧　一　1・㌦＝珂・1・伽
　　ノ。剛・27・・δ、、同4。＝珂・γ・・δ、、両ノ、。＝珂・4、珂・37・・∂、、同
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となる。以上から、求める転換後契約の年払営業保険料（定期保険特約も含む）をP｛（’）とす

ると、

P〔○＝㌧等㍍呵〕㌣だ呵
十★台焉尊㍉珂〕千鳥烹㍗

（2）

　まず、転換前契約の経過10年目の平準純保険料式責任準備金を求める。

如一1チ同一1鵜…一α・・・・…

　　　　　　　401珂

仕付叶1麦：十“べ
　　　十膿、／・・・…一牒、舳…〕・α・1・…一

また、ノ　　ノ1は前提より
　　　501司’　501司

　　　　　　　　　　0，015
－4　　　＝1－aα　　　＝1　　　　　x915632＝0864684．．
・・司　　剛　　1015

／1一一ガー1－a、一1－10015×9．15632－0．80927－O．055414．．．
・何　・・呵　・・呵　　・・呵　・・珂　1，015

よって、それぞれの営業保険料は、

〃一 ^・一。、6搬出15632／・086468＋1詩1維x9’5632

　　0．05541＋0．01＋O．0012x9．15632
＋2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝0．16597．．

（1＿O．03）．9．15632

パー
^・、、646、十辮x9、、6，2／・α86468＋l1指2維x9’5632

・／・一。。、、41fぎ慌9、、632／・α0554嵩織チ’5632・α1・・…
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叶、、646、、まll；出器xgl，6，2／

O．86468＋O．05541＋3x0．O1＋3x　O．0012x9．15632

（1＿0．03）．9．15632

　　：0．16540．．．

となる。

営業保険料が最も低くなる方式は（C）で営業保険料は0．1654

解答：記号：（C） イ直：O．1654

今回の試験の谷間において、誤字脱字によるミスが目立った。原則として、誤字脱字の解答は不

正解とした。例をとると、問題5（1）では、「I。γ二。、珂」と異なる、「7二。＝珂　（経過が抜けている）」、

「1。ザ1。珂（r：」が抜けている）」・rI。γ1。、。。（1が抜けている）」などを解答に用いていた。
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